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薬史 学 雑誌

和漢薬の本草文献的研究(第2報)

漏草・飛廉・苦芙について1)

難波恒雄2a)，久保道徳2b)，故高橋真太郎2C)

Historical Studies on the Japanese and 

Chinese Crude Drugs in the Herbals and 

¥Books of Prescriptions (2) 

On “Lou-lu"， "Fei-lian" and 
‘‘区U-fU"l)

Tsuneo NAMBA2a)， Michinori KUB02b) and late 
Shintaro T AKAHASHI2C) 

Drug Research Institute， u:η'niversi仰;活りt砂YQザfTo.り')'amαd2 a ) ， 
Faculty of Pharmacy， Kinki University2b) and 
Faculty of Pharmaceutical Sciences， Osaka 
University2C) 

Su世間nary

1 

“Lou-lu漏藍 islisted in Shen-nung-pen-ts'ao-ching神農本草経 asthe remedy for 
suppurative dermatitis， hemorrhoids， .rheumatism and secretion poverty of milk. In 
view of the morphological descriptions by Su-ching蘇敬，Pao-sheng保昇 andMa-chih 
馬志 inCheng-lei-pen-ts'ao証類本草 theoriginal plant of Lou-lu is considered to be 
Echinops latifolius T AUSCH of Comρositae. 
The original plant of“Fei-lien飛廉"has been considered to be Carduus sp.， but it is 
presumed through the herbals that Fei-lien is also originated from Rhaρonticαunifolius 
DC.of Comρositae used in some districts for the same medical effects as Lou-lu. 
Echinops latifolius and Rhゅonticauniflora were widely used as true Lou-lu 包 Sung
宋 eraas mentioned in Su-ch'en・liang-fang蘇出良方.Now they are called by the name 
of Yu-chou-lou-lu寓州漏藍 CEchinopslatifolius) and Ch'i-chou-lou-lu郁州漏藍 CRhゅ0-
ntica uniflora) and used as the remedy for suppurative dermatitis and secretion poverty 
of milk as mentioned in Chung-yao-chih中蔚志.
Further， in view of the usage in the prescription of Lou-lu-t'ang漏藍湯，both of them 
are expected the same medical effects. 
“Ku-fu苦芙"is listed in Ming-i・pieh-lu名医別録 asthe remedy for lacquer poisoning， 
and it may be originated from Cirsium sp. or Elゆhantopussp. or Siegesbeckia sρ. or 
Eleutheranthera sp.， but today Ku-fu is not used as well as Fei-lien. 

富山大学薬学部和漢薬研2a>，近畿大学薬学部2b) 大阪大学薬学部2C)
1) 日本生薬学会富山大会で発表， 1966年4月.
第1報，薬史学雑誌，4 (2)， 2 ~12 (1969).本報は漢薬 ・漏麓の生薬学的研究，
生薬学雑誌，23 ( 1 ) ， 28~35 (1969)の続報である.
2) Location: a ; Gofuku， Toyama. 

b:五oωakae，Higashiosaka， Osaka. 
c Toneyama， Toy<仰 aka，Osaka. 
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漏重量の基源に関して，趨矯黄3)は叩州〈河北

省安国県〉の薬庖にみられるものはCentaurea

monantus GEORGIであり ，寓州(河南省開

封道〉のものは Echinoρsdahuricus FISHER 

であると実地調査の結果を報告している.ま

すこ最近で、は中蔚志4)および中華人民共和国蔚

典5)などには郁州漏藍および寓州漏産の 2種

?を市場の漏藍としている.郡州漏麓は Rhapo-

ntica uniflora DC. ( = Centaurea monantus 

'GEORGI) (Comρosita~) を基源とし，中国北

慣部で用し.寓州漏麓は Echinoρslatザolius
TAUSCH (=E.dahuricus FISHER)(Co~ρ0・

sitae)を基源とし，中国南部で慣用するもの

で，郡州漏麗の方が産量大で，一般的であると

記載されているが，わが国に輸入されている

ものは，既報6)のごとく寓州漏麓の方である.

ところでその薬効に関しては両者ともに化膿

牲皮膚疾患，手L汁分泌不足などの治療薬とし

て用いられている.基源の異なるものが同一

薬効で使用されていることは興味ある問題で

ある.謝宗万7)は異物同名生薬のーっとして

あげ，薬効上種々問題があると述べている.

古来，漏躍の基源に関しては既報8)のごと

く，多種類のものが漏麓と称されていた.江

戸時代の日本の本草家達は， これに大変興味

を示し， 1721年に熊谷玄随9)は証類本草，本

草綱目および救荒本草に記載されている諸

説の植物形態からそれぞれの基源を類推し，

Siphonostegia sp.， Pulsatilla sp.， Leucothoe 

'sp.， Aster sp.， Gymaster sp.， Serratula sp. 

および Carduussp.の植物園をあげ， r漏輩
弁」と題した論説を出した.その後，師匠の

松岡恕庵101が1729年に「漏謹弁」の植物図を

若干改正し 「漏麓之弁」を書き，1776年には

斉藤東渓11)が「漏麓考」と題して， r図経に
ある漏麓の一つの単州漏謹は救荒木草の翻白

草 (Potentillasp.)に似る」とし、う新知見を

補遺している.当時漢薬の基源を類推する博

物学的な研究は本草家の間で盛んに行なわれ

たが12) このように一つの漢薬について本草

書の記事を解説し，論説を附したものは少な

い.しかし，これらの論考は決定的なことが

論 じられず，今後の高明な鑑定を待つと結語

している.

そこで今回，漏麓およびそれに関連する飛

廉，苦芙について本草文献的に考察L，過去
の混乱を整理し，さらに基源の異なるものが

同一薬効で使用されるようになった歴史的過

程を考証した.

1) Echinop8属を基源とする漏査について

漏藍は神農本草経13)の上品に「味苦寒主皮

膚熱悪磨直痔湿庫不乳汁久服軽身益気耳目聡

明不老延年一名野蘭」と記載され，化膿性皮

膚疾患，痔疾， リウマチおよび乳汁分泌不足

に対して用い，名医別録山には 「止遺溺熱気

療療如麻豆可作浴湯」と記され，寝小便を止

め，麻疹のようで厚みのある皮膚炎に浴湯料

とすると述べている;植物形態に関しては，

蘇敬13)が「茎薬似白首花黄爽長似細麻如芙許

有四五弁七月八月後皆黒於衆草書之類也J， 

韓保昇山は「葉似角茜今曹交州下湿地最多六

月七月採茎日乾之黒於衆草J，馬志13)は 「茎

英大高四五尺子房似油麻房」と述べている.こ

の基源植物に関しては日本の本草家，熊谷玄

随，斉藤東渓11)および小野蘭山14)などは，茎葉

が蕎類に似，花が黄色で， 苓筒が胡麻に似て

3)越矯貧，吋日州薬誌"国立北平研究院生理学研
究所，中文報告集刊，第3巻，第2号，第1集，
1936， pp. 39-43. 
4)中国医学科学院約物研究所等編〆中裕志ぺ第1
版，第 1 冊，人民衛生出版社，北京 195~ ，pp. 
498-503. 

5)中華人民共和国衛生部約典委員会縞〆中華人民
共和国約典ぺ 1963年版， 1部，人民衛生出版社，
北京， 1964， p. 295. 
6)難波恒雄，久保道徳， 高橋真太郎，生薬学雑誌，
22 (1). 9 ~18 (1968). 

7)謝宗万編"中約材品種論述ぺ上冊，上海科学
技術出版社，上海，1964， p. 3 
8)難波恒雄，久保道徳，高橋真太郎，生薬学雑誌，
23 (1)， 28~35 (1969). 

9)熊谷玄随"漏麓弁ぺ(1721).

10)熊谷玄随著，松岡恕庵校正，グil!{漏之弁ぺ

(1729). 

11)斉藤東渓"漏虚考ぺ (1776).
12)富士川波，グ日本医学史グ 日新書院，東京，
1941. p. 334. 

13)唐慎微，三重修政和経史証類備用本草人民衛
生出版社影印本，第 1版，北京， 1957. 
漏麓:巻 7，草部上品之下， pp. 181-182. 
飛廉 :巻7，草部上品之下， p. 184. 
苦芙:巻11，草部上品之下， p. 282. 



薬史学雑誌 3 

乾けば黒くなるという点からヒキヨ モギ

Siphonostegia chinensis BENTH. (Scro.ρh-

ulariaceae)をあてた.そして，その後も漏藍

の基源はヒキヨモギであるとして疑われなか

った.15h16}またこの植物は現に熱河(河北省

承徳県〉では漏置と称し薬用(薬効不明〉と

されている17) しかし，著者らはこのものに

現在中国で正品の漏藍のーっとしてあげてい

る Echinopslatifolius TみUSCH 寓州漏藍

を充てるのが妥当であると考える.なぜなら

E. latifoliusは茎や葉が首類に似，くも糸状

の軟毛を生じ，葉の裏面は白く，また枯れた

り，陽乾すると黒かつ色に変じ18}，花は球状

に集合し，小花が管状で先端五裂し，白色剛

毛状の総高があり，果期には果実をつつむ黄

色の総芭片が爽のように見えることから明ら

かである.産地に関しては，保昇は 「今曹交

州下湿地最多」とのべ，曹州は今の山東省曹

州府19〉，交州は山東省滋陽県で両州と も山東

省の西部にあたり ，E. latifolius再州漏麓の

主産地の寓州(河南省開封道〉の近くで.E. 

latifoliusの分布域に入る.図経13) には「今

京東州都及秦海州皆有之」と述べ，単州，i斤

州， 秦州，海州の諸州から集まった図20)(Fig.

1~4) をあげ， それぞれについて解説し，産

地により基源の異なるものが用いられていた

ことを示している.4種の漏麗の中で，単州漏

麗については，前述の蘇敬山の説を引き，この

ものと相類していると述べている. このもの

は図 (Fig.l)の葉や根の形態から Echinoρs

篤のものであると云える.単州漏麓の基源に

関しては，熊谷玄随はタムラソウ Serratula

coronata L. subsp. ins :daris (IL]IN.) KIT-

AM. (Compositae)を充て，松岡恕庵はヒキ

ヨモギを充て，斉藤東渓は救荒本草の翻白草

に類似するといい， 趨矯黄3)も単州漏藍の図

と Potentillachinensis SER. カワラサイコ

(Rosaceae)とは符合すると述べており，現

に石戸谷21)は朝鮮では P.chinensisを漏産

として磨毒，膿腫の治療薬として市販してい

ると云っている.しかし小野蘭山は明和6

年 (1769年〉頃中国から輸入された漏蓋をみ

て「根長サ五寸許皆産頭ニ嘉アリ偶枯葉ノツ

キタ Jレアリテ諦視スルニヒゴタイニ異ナラズ

故ニ単 州漏誼ヲタマパハキ(タムラソウ〉

トスル説ヲ改メヒ ゴタイトス」 と喝破し，

Echinops属に充てたのは誠に卓見である.

それ故現在と同じ漏藍6) がわが国に輸入さ

れたのは18世紀の中頃と考えられる.単州

は今の山東省単県にあたり，分布上から

E. latifoliusと考えられる.また図経に 「一

物而殊類若此医家伺所適従依旧説以単州出者

為勝」 と記されていることから，北宋時代に

おいても漏藍の正常品は E.latifoliusを基

源とするものであったと推論される.

薬用部分に関しては， 名医別録には 「八月

採根陰乾」とあり，外台秘要22)にある木蘭湯

や犀角竹涯膏の処方中の漏躍は 「漏盤根」と

明記され，太平恵民和剤局方23)にあげられた

「千金漏麗湯」には漏藍に「去麓」と注釈さ

れている.麗とは根に付いている残茎および

根出葉の残基のことであり ，地下部が使用さ

れている記載がみられる. しかし宋代以前に

は根ばかりでなく， 茎，葉などの地上部も用

いられ，と くに図経には「南方用苗北土多用

14)小野蘭山口授，小野慈畝録，弁口楽三重訂〆重
訂本草綱目草喜重量ぺ 岸和田邸学蔵版，巻11，草
部，湿草類， 1847， 22-24T 
15)中尾万三，薬誌 304(1920). 
16)小泉栄次郎， グ和漢薬考ぺ改訂4版，朝香屋書
庖，東京， 1925， p. 34. 
17)中国科学院林業土援研究所繍，グ東北薬用植物
誌ぺ科学出版社， 1959. p. 176. 
18)牧野富太郎，グ牧野新日本植物図鑑ぺ北|盗館，
東京， 1961， p. 669. Echinops setijer IL)IN. 
ヒゴタイについて 「葉の上面は緑色，下面は綿
毛が密l乙はえて白色だが，乾くと黒く変る」と
のべ，ヒゴタイのi実名1<:漏ii!:をあたえている.
19)産地考証については， 謝寿昌等 "中国古今池
名大辞典ぺ商務印書館，上海，1933.，および
青山定雄， グ中国歴代地名大要覧ぺ 大安影印
本，東京， 1965.によ った
20)証類本草の中で，政和， 紹興本草の図と図版の
題字とは合致しているが， 大観本草はVi-j1i/属産
と，海州漏躍の図が入れ換っている.参照した
大観本草は武昌伺逢時景利本〔利氏本大続本草〉
であり ，大観本草が版本を組換えている関l乙，
図の題字が誤って入れ換ったのであろうと思わ

れる.
21)石戸谷勉"朝鮮薬学会々報ぺ第5巻，第3号，
1925， p. 139 朝鮮産漢方薬の原植物l乙関する
研究
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根」とも記されている.

E. latifoliusは中国北部に分布24)するが，

南部には E.grijisii HAMCEが分布し，これ

も漏藍として用いられたようである.南宋時

代に書かれた蘇洗良方25)にみられ 「今間中所

用漏藍茎如油麻高六七寸秋深枯黒知漆時用苗

本草自有一条正調之漏藍」と記されている.

間中は今の福建省のあたりで，分布上および

植物形態上，明らかに E.grijisiiの地下部が

薬用とされていたことを示唆している.蘇tt
良方は洗括の著述に加えて，彼と交渉のあっ

た蘇拭の説を後人が附加してできたもので26}，

この記文は洗括の書いた「夢演筆談J(1088 
年)27)にも見られることから， 詑括の意見で

あり，北宋時代には E.grijisiiも正常品の

ーっとして用いられていたと考えられる.現

在でも江蘇省ではこの乾燥根を漏藍として用

ーし、ている28)，29〉.

明代以後は，李申立30)は 「本草原始J(1578 

年〉に根の基部に繊維状の葉柄残部が付いて

いる生薬図 (Fig.6-A)をあげ，r本草綱目」
の附図32)の単州漏藍の図 (Fig.1-D)は証類

本草の図 (Fig.1-A，B， C)の花を球形の頭

状花序に改め， r本草嚢言J33)の生薬図 (Fig.
7)も根の基部に繊維状の根出葉残基の付い

た図をあげ，明らかに Echinoρs属を基源と

するものが正品の漏藍として用いられ，今日

慣用されていると考証する.

22)王者寝"外台秘要ぺ巻8，国立中国医薬研究所

出版，台北， 1964， p. 237および巻 15，p. 423. 

23)太平底民和剤局編，グ太平恵民和弗l局方ぺ人民

衛生出版社，北京， 1959， p. 154. 

24) SlRO KITAMURA，“Compositae Japonicae"， 
Memories o[ College o[ Science， KシotoUnive-
rsity， SERIES B. 13， 14 (1937). 
25)蘇紙，沈括，グ蘇沈良方ぺ巻1，人民衛生出版社

影印， 北京，1956， p. 21，および巻2p. 28， 

Jl. 31. 
26)薮内清，科学史研究， 48(1)， 1 (1958). 

27) tt括著，胡道静校正，グ夢渓筆談校証ぺ巻26，
中華番局，北京，1959. pp. 874-875. 

28)中国科学院植物研究所南京中山植物園薬用植物

組編，グ江蘇省植物薬材誌ぺ第1版，科学出版

社，北京， 1959， pp. 233~2il44 

29)南京薬学院薬材学教研組集体編著，グ薬材学ぺ

人民衛生出版社， 北京， 1961， pp. 683-684. 

30)李中立，グ本草原始ぺ巻2，1766年重刊本，日

本， 20丁.李中立は1578年に「本草原始」を著

したがJ本草原始」は清代に「本草網目」を引
用し大改訂を行ない山内容を異にする.乙乙に

いう本草原始は改訂以前のものである.

31)李中立"本草原始ぺ光緒間善成堂刊本，巻 1，
1645， 31丁.

32)李時珍，グ本草縞目'重刻本草綱目附図， 1603， 

32丁.

33)侃朱談，グ本草集言ぺ巻之三図， 1645. 1丁.

¥ 
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11) Rhaponticαuniflora DC.を基源とす

る漏麓および飛廉について

飛廉は「神農本草経J13)の上品に， i味苦

平主骨節熱腫重酸痔久服令人身軽ー名飛軽」

と記され，関節炎の発熱終痛の治療薬として

収載され，名医別録13)には「頭舷頂重皮間邪

風如蜂蜜針刺魚子細起熱磨縫痘痔湿庫止風邪

歎殿下乳汁」と記され，皮膚疾患，嬢痘，痔

疾， リウマチ，および乳汁分泌不足などの治

療薬とされ， 漏藍と同一治療効果を記述して

いる.また 「一名漏藍」とも記されており ，別

録にし、う飛廉は別種の漏藍で地方的に Echi-

( nops latザoliusを基源とする真の漏躍と同一

薬効で使用されていたと思われる.

植物形態に関しては，陶隠居13)は「惟葉下

附茎軽有皮起似箭羽葉叉多刻欠花紫色」とい

L 、一般にほとんど用いられないと云ってい

る.江戸時代の日本の本草家達は茎に翼が有

るとL、うことカミらヒレプサ.ミ Carduus cris-

ρus L. 34)に充てた.i植物名実図考35)Jの飛

廉は CarduusSp.の図 (Fig.8-B)をあげ，

医家ではあま り用いられていないが，源地方

の人々は寒熱，毒麿に用いていると記してい

る.この図 (Fig.8-B)について牧野36)はヒ

レアザミではなく Saussurea属の一種では

ないかと想像すると云い， ヒレアザミは一年

草で名医別録にいう「正月採根」は不可能で

あると云っているが， ヒレアザミは越年草で

正月でも採根可能なことから牧野の説は肯定

しがたい.よって陶隠居のいう飛廉はヒレア

ザミを充てるのが妥当と思われる.薬効に関

しては「校茎可得長生」と記され， 詳細なこ

とは不明である.

蘇敬13)は二種の基源の異なる飛廉があると

云い，一つは陶隠居の説のものであり，一つ

は「生山商上者葉頗相似而無疎欠E多毛茎亦

無羽根直下更傍校生則肉白皮黒中有黒肱日乾

則黒如玄参」といい，葉に毛が多く ，茎に翼

がなく ，根の内部は肉が白く ，皮は黒く，中に

黒脈があり ，乾けば玄参のように黒くなる と

いうもので，このものは現在中国で正品の漏

藍のーっとされている郁州漏藍 Rhapontica

uniflora DC.の形態へ37)に合致する.

また図経にあげられた4種の漏藍の 1つの

海州漏麗は「花紫碧如単葉蓮花花苓下及根傍

有白茸裏之根黒色如蔓奔而細叉類葱本准旬人

呼為老翁花」と記され，花が紫色で，総菅や

根の基部に白茸があると L、う特徴を述べてい

る.海州は今の江蘇省東海県にあたり，分布

上24)からも Rhaρonticauniflora DC.を基

源とすると考えられる. しかし江戸時代の日

本の本草家達は海州漏藍の図，記文および老

翁花という地方名から白頭翁(オキナグサ

Pulsatilla cernua (THUNB.) SPRENG. 

(R anunculaceae))であるとし疑わなかった.

白頭翁に関しては図経38)に 「正月生苗作叢状

如白磁而柔細梢長葉生茎端上有細白毛市不滑

近根有白茸正似白頭老翁故名鷲根紫色深如蔓

警二月三月開花紫…」とあり，海州漏麗の形

態ときわめて類似した記載をあげている.現

に Rhapontiea unifloraの根と Pulsatilla

属の根は，ともに根の基部に白茸があり，極め

て似ている.華北や西北地方の一部では柿州

漏藍Rhaρonticaunifloraを「白頭翁」と称し
ているし，また黒龍江，吉林省では ρulsatilla

chinensis REGELまたはρ，dahuricaSPRENG 
などの地上の根端部を「白頭翁」といh 地

下部を漏藍と称して市販しておりへ両者は混

乱している. i目撃子諸家本草13)Jには 漏産

について「花苗並同用俗呼為鬼油麻形弁気味

似乾牛努頭上有白花子」と記載され， ここに

いう 漏虚も Rhaponticaunifloraを基源と

するものであろうと思われ， i連盟為使治小

児壮熱通小腸加精尿血風赤限乳機発背庫盤腸

風排膿補血治撲損続筋骨侍金癌止血長肉通経

肱」と広範囲な治療効果をあげている.

34)水島正美，植研， 42 (9)， 276 (1967). 

35)呉其浴"植物名実図考ぺ中華書局，北京，

1963. 
漏11l: pp. 269-270，飛廉 :pp. 270-271， 
苦笑:p. 352. 

36)白井光太郎監修，グ頭註国訳本草綱目グ第5冊，

春陽堂，東京， 1930. p. 129.での考定者 ・牧

野富太郎の意見.

37)徐国釣，愛畠斎，周太炎，斐錐，中薬白頭翁的

生薬鑑定〈続)，薬学学報， 6， 272 (1958). 

38)唐慎微，グ霊修政和経史証類備用本ぺ巻11，

草部下品之下，人民衛生出版社影印本，第 1版，

北京， 1957. p. 270. 
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tt括25)，27)は間中で用いられる 漏藍とは別

に「今方家用漏藍乃飛廉也飛康一名漏藍苗

畝芙苦根似牛芳綿頭者是也」と云い， i蘇洗

艮方25)Jには， 漏麓は関節炎の治療薬とされ

る「伊部丸」や打撲症の終痛に用いる「側子

散」の処方中にみられ， とくに 「伊郡丸」に

は「北漏藍」 と指定しており ， Rhaρontzca 

unifloraが用いられたものと考えられる.

以上のことから北宋時代以前にも明らかに

Rhapontica unifloraを基源とするものが地

域的に漏藍と称され，実はそれが正品の飛嫌

であったと考えられる. i名医別録」にあげ

られた飛廉の薬効と漏産の薬効が極めて似，

「蘇詑良方25)Jに書かれた飛廉ー名漏藍 (北

漏藍〉は神農本草経の飛廉の薬効と符合し，

また 「本草綱目」に引用された宋代の李迅の

書いた 「盛痘集験方」に収載されている 「漏

藍湯」は一切の嬢直の治療薬とされ，処方中

の漏藍は白茸のあるものを用いよと記されて

おり ，当時からすでに Echinoρslatijoiusお

よび Rhatonticaunifloraを基源とする漏藍

が一般に同一薬効で使用されており ，李時珍

も飛廉の項で 「有白茸者乃飛廉無疑尖今考二

Fig. 5. 

車 漏

A 

救荒本草

物気味功用倶不相遠似可通用」とのべてい

る.

飛廉と称される生薬はその後用い られた形

跡がなく，李時珍は「本経別録所列亦是良薬而

後人不知用何哉」といい，明代以後の本草書

は過去の記文をあげているにすぎず，Rhapo-

ntica uniflo仰を基源とする ものはすべて漏

藍と称されるようになった.

明代には漏藍は 「救荒本草 39)Jに「商葉就

地叢生葉似山芥葉市大又多花叉亦似白屈菜叉

似大蓬蓄葉及似風花葉脚葉而大葉描亭上開紅

白花」と記され，その形態図 (Fig.5-A)か

らも Rhatonticaunifloraに合致し， i植物

名実図考 35)Jには「今従救荒本草」と記し，

「救荒木草」と類似した図をあげている.

1766年日本重刊本の「本草原始 30)Jの生

薬図 (Fig.6-A)は根の基部に繊維状の葉柄

残基が付いており ，Echinops属を基源とす

るものであるが，清代の光緒間善成堂刊本の

39)朱槍，グ救荒木草ぺ上巻草部，1586年刊本， 22 

丁.

図は日本，享保元年(1716)皇都柳校軒等刊本，
巻一， 26了. から引用する.形態は明 ・蔦麿14

年 (1586)刊本と全く同じである.

B 

-植物名実図考



史学雑

「本草原始3])Jには根頭部に白茸の付いた生

薬図 (Fig.6-B)があげられ， i近芦頭有白

茸」と添書しであり，本文中には「根傍有白茸

裏之根黒色如蔓喜子市細者即此也今市通貨之医

通用之予無見使苗」と記載されている. i本

草思弁録40)Jにも「有白茸，正与相合」とあ

り，清代には根頭部に白茸のある Rhaρontica

un抑oraの根が 漏置の正品として扱われて

いたと考え られ，このものは現在も中国で慣

用されている. ¥ 

111)その他の植物を基源とする漏麓について

A. Leucothoe属を基源とする漏藍
唐代以前には E.latifoliusおよびR.uni-

flora以外を基源とする漏撞があるが真の漏

藍ではない.それは問隠居13)が「今出近道亦有

療諸鹿詐此久服甚益人市服食方宰用之今市人

皆取苗用之俗中取根名鹿髄根苦摩以療清野」

と云っているもので，蘇敬は鹿臨は木繁盛の

ことで， 有毒で漏直ではないと反論してい

る陳蔵器ω は木家監の項で「漏藍注向云漏

漏ー名鹿購生山南人用苗北人用根功在本経」

と漏藍を解説し，つぎに「木繁藍有毒非漏藍

樹生如茶葉樹高三尺有毒殺重量山人以癌研用

之」と木家藍は漏麗ではないと断言している

が， 証類本草13) の漏~の項には「陳蔵器云按

南人用苗北上多用根樹生如莱英樹高二三尺有

毒殺議山人洗癌疾用之」とのベ，明らかに木繁

盛の説をのせ，陳蔵器の説を誤まって引用し

ている.しかし陶隠居の云う鹿麗の薬効と陳

蔵器のし、う木署安置の薬効が似ている点から両

者は同一物であろうと思われる. これらのこ

とは熊谷玄随の も指摘し，木家麓にハナヒリ

ノキ Leucothoegrayana MAXIM. var. oblo-

ngifolia (MIQ.) OHWI (Ericaceaめを充て

た.

鹿蝿は lu-li，木繋藍は mu-li-lu，漏誼は

lou-luときわめて似た発音なので-混乱が生じ

たのであろう.また漏麓と発音上混乱されや

すい漢薬に藁藍 lu-liがある.石戸谷の Chi-

nesische Drogenω にあげられた上海市場品

の蒙藍の図は明らかに現在用いられている

Echinops latゆlius寓州漏躍と同一物であ

また著者らが香港で入手した「護産」の

9 誌薬

7. Fig. 
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中にも明らかに 漏i置とすべきものがあった.

中蔚志にも，家藍 (VeratumSp.)は漏藍と

40)周巌"本草思弁録グ巻 2，人民衛生出版社，

北京， 1904. p. 53 

41)唐慎微，グ重修政和経史証類術用本草ぺ巻14，

木部下品，隙蔵様余，人民衛生出版社影印本，

第 1版，北京，1957， p. 362. 

42) T. Ishidoya， "Chi・nesischedrogen" 11， 1937. 
p. 49. 

石戸谷勉氏はとの生薬をキク科のScorzonera
属のものであるとしているが，明らかに誤りで
ある.る.
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して市販されおり ，有毒で危険なため注意す

べきであると指摘している.

B. 図経に記された他の二種の漏藍

1) i斤州漏藍

肝チ|、|は山東省臨肝県にあり ， 図経に 「花葉

頗似牡丹」と記されている.熊谷玄随9)や小

野蘭山]4)などはこのものにキブネギク Ane-

mone hutehensis LEM. var. jatonica (TH-

UNB.) BOWLES et STEARN にあてたが，

柴田正簡43)は白頭翁 (和名ゼガイソウ〉にあ

てた.著者らは An2mone属を充てるのが妥

当であると考える.現に陳西省(西安以外〉

では野棉花 (Anemonehutehensis LEM.)お

よび秋牡丹 (A.j.ゆonicaSlEB. et ZUCC.) 
の根を漏麗と して用いている心.

2)秦州漏藍

秦州は甘粛省秦安県東にあり ，図経に 「花

似単葉寒菊紫色五七校同一幹上」と記し，熊谷

玄随9)はこれは馬蘭で その茎は深紫で，別録

一名野蘭44)はこれであると云っている.斉藤

東渓11)は「救荒本草の六月菊，和名春菊」と

云い，小野蘭山14)も同意見をのべている.図

経の記載からは ComtositaeのAster属のよ

うであるが， 図は Aster属とは考えられず

Rosaceaeか Ranuculacea!J の植物を描いた

ものと思われる.

c.苦芙について
苦芙は名医別録13)の下品に「微寒主面目通

身漆癌焼灰侍之亦可生食」と記され，顔面お

よび全身の漆磨の治療薬として収載されてい

る蘇敬13)は「今人以為漏麗非也」といい，

また飛廉の項で 「今俗以馬繭以苦芙為漏藍並

非是也」と云っており，苦芙は漏藍と別称さ

れていたようである，形態的には韓保昇13)は

「子若猫繭茎丹無刺」と云い，本草綱目には

「中空茎頭有台似繭」と記し，Cirsium属に

似た図 (Fig.9-A)をあげ， 1本草和名45)jに

は「加未奈」一名加美於古之奈とあり，斉藤

東演11lは「女阿佐美」とと云い，小野蘭山14)

は 「ヒメアザミ 」と云し、し、ずれも Cirsium 

属を充てている.

しかし「本草綱目」に引用された「造化指

南」には「葉如地黄味苦初生有白毛入夏抽茎

有毛関白花甚繁結細実其無花実者名地胆草」

と記されている. 1地胆草」について，謝宗

万ゅは 「苦地胆47)jのことであるとし，荘兆

祥48)の意見を入れ Elφhantoρ附 scaberL. 

(Conψositae)の学名を採用している.1造化

指南」の云う苦芙は，花期の根出業の形状，

および茎に白毛がある点で Elψhant砂防属

に類似し，特に花が白いことから Elψhanto

ρus tomentoρus L.であろうと思われる.植

物名実図考35)にあげられた図 (Fig.9-B)は

葉が対生で， 茎に毛がある ことから Eleuth-

eranthera属，Galinsoga属，Sieg8sbeckia属

などが考えられるが不明である.

苦芙は飛廉と同じく， これらを配合した処

方は見られず， 単味で用いられていたよ うで

ある.現代では中蔚志41 荊材学29)などには

記載されていない.

IV)漏道を配合した処方について

漏涯を配合した処方は多く ， 1備急千金要
方的j，1千金翼方50)j， 1外台秘要22)jなどに

あげられた処方で，化膿性皮膚疾患に用いら

れるものに漏麓湯，升麻掲湯，漏直連麺湯，

升麻犀角湯，升麻膏方があり ，痔疾患に貰香

丸， 乳汁分泌不足に漏葦散，蜘魚湯などがあ

げられている.

中でも「漏麗湯」は，育代の 「葛洪肘後備

急方51)jにも収載されており ，宋代では「太

平恵民和剤局方23)jに 「千金漏産湯」として

一切無名の化膿性皮膚疾患の治療薬として収 )

載され，元代の「衛生宝鑑山j，明代の「万

病回春印j，清代の「医宗金銭541jなど多くの

医方書に伝えられた.しかし，それぞれ薬名と

43)柴田正筒，グ日用薬品考ぺ 1810年， 45丁.

44)野蘭とい う別名は，神差是本草経1<::記載されてお

り誤引である.

45)深江輔仁，グ本草和名ぺ寛政版 (1797)，和泉屋

庄次郎発行，漏瑳，飛廉:7巻，24丁，苦笑:巻

11， 44T. 9薬 :巻8，26了.
46)謝宗万，グ中約材品種論述ぺ上冊，上海科学技
術出版社.上海， p. 138. 

47) r苦地阻」は趨学敏 1/本草網目拾遺ぺ巻4.

草部，清光緒張紹裳刻本，商務印書館， 1954， 

pp. 124-125. Iこ「業可貼熱毒磨」として収載さ
れている.

48)濡歩丹著， 荘兆祥増訂，グ増訂嶺南来薬録グ 上

冊，現代中医薬学院，香港， 1964， p. 22. 
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薬量が多少相違する.

ま たわが国で‘は最近，藤原宮 (694~710年〉

跡の発掘調査が行なわれ，典薬寮関係の薬物

の付札，薬湯の処方の書付， および薬物請求

の木簡が多数出土した.その中に「漏藍湯」

に関する木簡があり ，岸ら55)の解説によると，

表

漏藍湯方漏産ニ両升麻二両黄苓ニ両大黄二両

相実ニ両白余二関白微ニ両タ薬二両甘草二両

裏

麻黄二両漏藍

親家親王湯方兎糸子 本草

とある.ここに あげられた「漏産湯」は「葛

洪町後備急方51)Jにあげられた漏藍湯(漏藍

自数黄苓白破相実灸矢升麻甘草矢巧薬麻黄去

節各二両大黄三両〕と極めて似ており ，処方

中の大黄の量のみ3両が2両に変っているだ

けである56)

それ故「漏麗湯」は非常に古くからわが国

でも実際に用いられていたと思われる. 漏藍

は 「本草和名45)Jには「久呂久佐一名阿利久

佐」とあり ， r延喜式58)Jの諸国進年料雑薬
に山城，摂津，近江， 若狭，丹波，美作，伊

予の諸国から産出するとL、う記載がみられる

が，たV当時の処方に配合した漏藍が何であ

ったかは今のところ不明である.

結論

以上のことから，古来漏麗は中国各地で民

間的に多種類のものが用いられていたが，真

の漏産は Echinopslatifolius TAUSCH およ

び Rhaρonticauniflora DC.を基源 とする

もので，両者は同一薬効で使用されていた.

化膿性皮腐疾患， 痔疾患，手L汁分泌不足な

どに応用される多くの処方中の 漏藍は，特別

な指定がない限り両者いずれを使用しても同

一薬効が期待できるものと推定する.

謝辞 本研究にあたり，文献関覧の御便宜を与え
て下された京都大学薬学部木島正夫教授，武田薬品
工業株式会社宮下三郎博士，国立国会図書館支部上
野図書館の諸氏に深謝する.

49)孫思遡 11備急千金要方ぺ 国立中国医薬研究所
版，台北， 1966. 
50)孫思遡 11千金翼方ぺ 国立中国医薬研究所版，

台北， 1966. 
51)葛洪撰，グ葛洪肘後備急方ぺ商務印書館，上海，

1955， p. 148. 

52)羅天益，グ衛生宝鑑ぺ人民衛生出版社，北京，
1963， p. 126. 

53) ~~廷賢，グ増補高病回春" -t:書林香局， 香港，pp. 
178-179. 

54)呉謙 11竪宗金鑑ぺ大中国図書公司，台北，1968.
55)奈良県教育委員会編，グ奈良県史跡名勝天然記

念物調査報告，第25冊， 藤原宮，国道165号線
バイパス11:伴う宮城調査，木簡釈文ぺ p.6
(PL. 62)，解読:岸俊男，和国王手， 196θ， pp. 
92-105. 

56)木簡中の「タ楽」は 「医心方 (982年〕ω」で「衣
比須久須利」と言い，乙れは 「本草和名品)Jの

「持薬」の和名と合致するので，rタ薬」は「巧
薬」の乙とである.
57)丹波康額撰，frf務心方11巻1， 浅倉屋蔵版，人民
衛生出版社，北京， 1955， p. 26. 

58)藤原忠平ら 11延喜式ぺ 巻37，日本古典全集刊

行会， 東京，1929， p. 53. 

¥ 
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ブラジノレの民族生薬について
About local drugs in Brazil 

序言

ブラジJレは南米大陸の半分を占め，本邦の

面積の23倍あり ，高等植物数は現在まで約5

万程知られており，人Qも約1億で本邦人口

に迫っている.最初ポルトガJレ移民によって

開拓され， ついでヨ ーロ ッパ各国移民，近年

は日系移民も混血しているが， 日系は全人口

の1%に満たない. したがって，国語はラテ

ンアメリカ中，唯一のポルトガJレ語で、あり，

スペイン語諸国にかこまれ特異の存在をなし

ている.ただし， ポルトガル語はスペイン語

とよく似た言語で-ある. 以上のような各種移

民以外に，モンゴロイド系といわれるインジ

オならびに最初奴隷として連れて来られたア

フリカ移民が更に混血し合って，複雑な，い

わゆるブラジJレ人を形成している. このよう

な人種構成はアルゼンチン， チリ ー，ウ Jレグ

ァイなどの温帯地方にある白色人種国を除

き，ほとんどのラテシアりメカ諸国に共通L

橋本庸平本

ている.

南米ーの大国ブラジJレにおける民間生薬の

構成はかなり複雑であって， ポルトガJレ本国

にないブラジJレ語の語棄が8，000語以上ある

といわれている通り，生薬もヨ ーロッパにま

ったく存在しないものの方が多い位である.

またインジオたちが古くから用いていたもの

も加わり，一方アフリカ人がもたらした種子

がブラジJレで、生育している例も少くない.イ

ンジオの要素は北ブラジJレ，すなわちアゾマ

ニア方面に多くみられ， またアフリカ的要素

は奴隷がもっとも沢山はいったパイア州に顕

著に残っており，近年日本移民の手によって

栽培されつつあるチョウジなどはその好例で

ある.

本神戸女子薬科大学

プラヲル国立農業技術研究所教授(l953~
1955)， 
同国立パイア大学教授(1969~1970) いずれも
国連技術拡大計画による

-~当量

，輔

ピ アロア族の家
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ブラジJレの生薬，薬用植物にかんする文献

は前世紀から少しづつあらわれているが，今

世紀に及んで 出版されたまとまった文献のす

べてはポルトガル語であって斯学者にとって

読み難いきらいがある.英語のもので米国で

出版されたモルスらの 「ブラジJレの有用植

物J(1)にはかなり，薬用植物が収載されてい

るが，本著は比較的簡単である.ただし，モ

Jレスは植物化学者と しては同国で第一人者で

あり ，共著者リジニは分類学者であるので内

容は信頼されている.その他，ブラジJレ薬局

方にはかなりの生薬が収載されているが，全

文がポJレトガツレ語で・あることはいうまでもな

い.最初にのベたように広大なブラジルには

各地方に固有の生薬が沢山あり，地方名だけ

でその原植物を知ることは一般に困難であ

る.この国のあらゆる都市にある中央市場ま

た広場で週1回位ひらかれる野天市場にはか

ならず民間薬草売場があり，その地方特有の

民間薬草が売られているが， これらのうちま

だ専門家によって固定されていないものも少

くない. ブラジJレでもっともよく開発され，

またこの 1州で GNPの半分を占めるといわ

れるサンパウロ州の場合は例外であり ，かつ

ては著名な生薬学者 RichardWasickyをも

ったサンパウロ州立夫学薬学部などあ り，

Hoehneの有毒薬用植物【2)などの著作もほと

んどサンパウロ州を中心とする 植物を記載し

ている.アマゾン方面の文献としては Paul

Le Cointe(わのものがほとんど随ーのもので

ある.本著はブラジJレアマゾンの樹木と有用

植物とし、う名称になっているが， 薬用植物も

かなり記載されている.著者の 勤務したパイ

ア州はアマゾン方面と， リオ，サンパウロそ

の中間にあり， 200年前はブラジJレの首都で、

あったが， 植物調査はアマ ゾンより もず、っと

行届いていないといわれ， 見るものすべて研

究対象と云った有様であった.著者は2固に

わたるブラジJレ滞在， その他学会出席など数

回の訪問によって通算3年以上ブラジJレに生

活したわけで、あるので， ブラジJレ各地及びコ

ロンピア，ベネズエラ，エクアドル， ぺJレ{

などアマゾニア各地の隣接部を調査し，とく

にコロ ンピアには約1年半在任したこと もあ

り**集めた葉も踏葉も1万点近く，試料も

未整理のまま累積しているものが多い.

以上のような事』情のため，比較民族生薬学

の見地から，ブラジJレ民間生薬の全ぱんにわ

たってのべることは只今できないので，その

うち代表的な 2，3群の生薬を選んで今回は

報告することにする.

苦味および甘味をもっ生薬

苦味健胃薬としては本邦ならびに欧米では

Gentiana， Swertiaなどのリンドウ科植物が

用いられるが， ブラジJレの比較的涼しい地

方，たとえばサンパウ ロ州の標高が少し高い

地方にはキク科の Baccharis属が存在しこ

れらの多くの ものは苦味をもち Baccharida

または Bacchanteと呼ばれ， 健胃剤に供さ

れ 1955年頃には製剤も市販されて いた.成

分はまだ不明である.薬用に供される植物名

としてつぎの諸種が挙げられている.著者は

B. genistelloidesの脂葉を保存している.

B. articulata， 

B. cordifolia， 

B. genistelloides， 

B. microptera， 

B. tridentata， 

B. vulneraria 

B. brasiliana， 

B. gaucuchandiana， 

B. macrodonta， 

B. occharacea， 

B. triptera， 

甘味をもっ生葉の代表的な ものとしては甘

草 Glycyrrhizaglabraなどがあるが，欧州

などから輸入され多少用いられている.甘草

はブラジJレでは Akacuz(アJレカスズ〉とよ

ばれているが，ブラヅJレ中央部の砂地などに

自生する Periandradulcisは甘草のように

(1) Walter B. Mors， Carlos T. Rizzini : Useful 
Plants of Brazil， 166pp. 1966 Holden-Day 
Inc. San Francisco 
(2) F. C. Hoehne: Plantas T6xicas e Medicinais. 
355pp. 1939， Dept. Botanica do Estado， S. 

Paulo 
(3) Paul Le Cointe :λrvores e Plantas Uteis da 
Amazonia Brasileira， 1934， Livraria Classica， 

Belem 
料 コロ ソピア国立サンタンデル工業大学教授

( 1963~1964， 1966)国連特別基金による
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Papilionataeに属し，青色の美くしい花をつ

ける.甘味は甘草より少なく，産地によると

かなり苦味をもっている. これらのブラジル

産野生甘草は Alcacuzda terra (アJレカスズ

ダ テラ〉と現地でよばれ，住民は甘草と同じ

ように咳止めに利用している. 国立農業技術

研究所(当時農芸化学研究所〉にし、た Mach-

adoらはグチJレリチン0.34%を含有すると報

告しているが，疑問がある、著者は本生薬を

ブラジル甘草と呼んでいる.

幻覚生薬群

アマゾニアのインジオでも裸族と呼ばれる

原始的な部族は LSD25のような幻覚剤をも

っている.LSDと共通している点はこれら

が，みなインドール系アルカロイドを 含有し

ている点である.その主なものは Bufotenine

を含有するマメ科の Piptadeniaperegrina 

(種子〉などおよび Harmine，Harmalineを

含有するキントラ ノオ科の Banisteriopsis

caapiなどである. ブホテニンはガマの毒と

して知られ，メキシコにはよく似た Psilocy-

bin， Psilocinを含むキノ コ Psilocybe属が

あって，やはりインツオが原始宗教に関連し

て色彩幻覚剤として儀式に用いている.N，N，

Dimethyltryptamineも Piptadenia属など

に見出され，やはり幻覚成分として知られて

いる.

Piptadeniaを吸う ピアロア族

Structures of HalIucinogenic alkaloids 

CH30~N HO-OOでCHJ2
Harmine Bufotenine 

印 30-CcJ()N f" Ii一一寸，CH2CH2、

N N(CH3)2 

H 
N，N，Dimethyl 
tryptamine 

Harmaline 

このようにアマゾニアのインジオは LDS

様の幻覚剤を常用するが，Banisteriopsisの

方は煎用し， Piptadenia spp.の場合は種子

粉末をタニシの貝殻を焼いてつくった石灰と
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固めて粉にしたものを，たとえば写真のよう

にY字型のパイプで吸飲する.つぎにインジ

オの用いている幻覚生薬群の一覧表を示す.
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HALLUCINOGENIC PLANTS 

Botanical N ame 

Banisteriopsis caapi 

B. inebriens 

Native Name Family Occurrence Component 

Caapi Malpighiaceae Colombia Harmine， 

B. rusbyana 

B. guitensis 

Piptadenia peregrina 

P. macrocapa 

Psilocybe mexicana 

P. aztecorum 

iP. semperviva 

P. caerulescens 

P. zapotecorum 

Stropharia cubensis 

Virola calophylla 

Yopo 

Teonanacatl 

Yakee 

アマゾニアの Piptadeniaなどは民族生薬

としても っと も興味のある 幻覚剤であって，

民族植物学Ethnobotanyと関連して著者が，

数年来研究を続行している問題の 1つであ

る. ブラジルの Piptadenia中インジオが幻

Harmaline 

Leguminosae Brazil Bufotenine 

Bufotenenin-N -oxide 

N， N， Dimetyltryptamine 

N， N， Dimethyltryptamine-N-oxide 

Mexico 

Fungus 

Myristicaceae Panama， 

Brazil 

Psilocybin 

Psilocin 

unknown 

覚剤と して用いているものは P.peregrina 

にほとんど限られている.しかし，従来の報

告によれば P.colbrina， P. macrocarpa，お

よび P.communisの3種にはブホテニンな

どを含有しているが， これら3種はブラジJレ

Ficus anthelmintica 
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中央部，あるいは南部の涼しい方面にも存在

し，幻覚剤としてはまったく用いられていな

い.この点から考えると植物成分の上からの

分類学，すなわち Chemotaxonomyの結果

はかならずしも Ethnobotanyの事実と一致

していないことがわかる.著者は全ブラジJレ

で知られている30余種の Piptadeniaのうち

約10種を採集することができたので，それら

の種子を微量化学的に検したところ， その大
¥ 

戸/可「一一寸下CI-I2CI-ICOOI-I
L、Jl JJ 
'v-' N NI-I2 
H 

L-Tryptophan 
(L-Try) 

O2 

Hydroxylase 

部分がブホテニンなどを含有することを知っ

た【4)

著者らは京大医学部医化学教室早石修教授

らと共同で幻覚生薬成分が，神経伝達物質で

あるといわれているセロトニンの生合成お

よび，その分解経路にどのように影響するか

を研究し，その一斑を知ることができた山.

セロトニン生合成ならびに. その分解経路は

従来つぎのよ うであるこ とが知られている.

1-10〆'ir------rrCH2CHCOOI-I 

- 両 NI-I2
トI

L-5 I-Iydroxytryptophan. 
(5HTP) 

Tetrahydro- Quinonoid 
pter"idine dihydro-

、¥~一一一-yridim
TPN Quinonoid TPNI-I 
Reductase 

内
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J
〈
仏

山
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恒
一
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H
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』
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Q 利。υ

HOザグヘ、「ー---，rCI-I2COOH HOザグ¥、「一orCH2CI-I0 HOヴ戸、「一IT""CH2CH"
l U ~ A V 、ノに ノ Aldehvde 、~ /\./ Monoamine 、、./¥/'

V γ 5誌な V Y EE27- vEf NHz 
H genase H (MAO) H 

5 Hvdroxvindole 5 Hydroxyindole 5 Hydroxytryptamine 
acetic acid acetaldehyde (5HT) 
(5HIAA) =Serotonin 

著者らの実験の結果， これらの幻覚成分が

セロトニン生合成経路における水酸化酵素な

らびにその分解経路におけるモノアミン酸化

酵素 (MAO)にたいし， とくにハルミンな

らびにハJレマリンが顕著な阻害を示すことが

はじめて明らかになった. したがって，幻覚

剤は精神作用に関連をもっと みなされている

セロトニン濃度に影響を及ぼすことがわかり

幻覚成分の作用機序の一端についてうかがい

知ることができるようになった. 南米諸国の

仏) 橋本庸平， 加藤篤，山里利子，高橋純子 :第20

回日本薬学会近畿支部総会講演(神戸 1970，11

月〉

信) 稿本廊平，川西和子，市山新， 早石修 :日本薬

学会大会講演(名古屋， 196θ，4月〉

民族生薬のうちもっとも代表的ともいえる幻

覚生薬の作用機序について，著者らはこのよ

うに研究を試みる機会をえたので、ある.

強糟剤

ブラジJレ産の Aphrodisiacsのうちもっと

も著名なものは muira-puamaとLてブラ

ジル薬局方に収載せられている Ptychopeta-

lum olacoidesの根茎である.本植物はボロ

ボロノキ科 Olacaceaeに属し， 主としてア

マゾ‘ン上流方面の流域に産する.住民はこれ

をピンガ〈サトウキビ‘からつくったラム酒の

1種)に浸して飲用するが.西独ならびに本

邦の市販薬にも，この生薬を配合しているも
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Banisteropsis caapi Morton 
(Schultes Kよる〉

のがある.有効成分は不明であるが，最近岩

佐ら(6)によれば， トリテルぺノイドのJレペオ

ーJレ， まTこガスクロマトグラフィ ーによって

カンペステロ ーJレ，sシトステロ ーJレならび

にべへン酸など脂肪酸の存在が報告されてい

る.ブラジJレの古い文献によればヨヒンビン

様の muirapuamineとL、うアルカロイドが

存在するというが，著者らの研究によれば(7)

微量のアルカロイドは十数種から成っている

ことが判明した. また著者らは微量のクマリ

ンの存在を認めた.

ブラジJレの民間で、強精薬として用いられて

いるものがし、ろいろあるが，上記ムイラプア

マ以外で，もっと も著名なものにカツアパ皮

(Catuaba)がある.本生薬の原植物には数種

あることが推定されているが，いづれも中央

ブラツJレ，東北ブラジJレのパイア州などに産

し， 一般に赤色の樹皮をしており，前記のピ

ンガに浸すと赤色を呈する.成分として確実

なものはまだ報告されていないが，原植物と

して一番多いものが Bignoniaceaeに属する

Anemopaegma arvenseである.

駆虫薬

ブラジJレ全土にわたって畑虫症などが多い

ことが知られているが，医師はサントニンの

名を知らない.ブラジJレ北部，アマゾン方面

で住民の間で知られているのは野生のイチジ

ク属であり ，その乳液は寄生虫を殺す作用が

ある.その主なものは Ficusanthelmintica 

などであり， Figueiras bravos (野生イチジ

クの意〉と呼ばれ駆虫薬に供せられる. ある

ブラジル地方研究所の報告に，本植物がアン

トニンを含むというものがあり ，Chemotax-

onomyの上から疑わしいので， この植物を

はじめ，ブラジ Jレ，コロンピア産の Ficus属

約50種を集めて，サントニンの存否を微量化

学的に検したところ， まったくサントニンを

認めなかった.∞ これら Ficus属の乳液は理

詰にして.コ ロンビア国の薬局で販売されて

いる.

何) 岩佐準三，木村嘉孝:薬誌89，1172， 1969 

(7) 橋本庸平， 山口ルリ子 :未発表

(8) 橋本庸平，Hernando Garcia-Barriga : 
薬学会例会講演(京都，1960， 1月〉

¥ 
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アフリカ北部の生薬と生薬療法

長沢 元 夫事

Motoo Nagasawa : Herb Medicines and their Drugs in Northern Africa. 

民族薬物に関する考察は，古くから使われ

ているものでなければならないとか，その民

族に固有のものでなければな らないとか，外

来のものは除外するなどという発想から行な

ってはならないのであり ，それは民族医学(伝

統医学〉に対する立場と全く同じである.外

来のものでも，長い年月にわたり使用される

と，経験の集積により特殊な使用法が発見さ

れたり，その民族の生活に即したものとなっ

て民族医学の体系の中に組入れられたりする

カミらで、ある.

アフリカ北部で，私が生薬をしらべて歩い

たのはソマリランド， エチオピア，スダン，

アラブ連合であるから，正確に言うとアフリ

カ東北部である.

古代エジプトの医療については詳しいこと

はわかっていない.使用した薬物の名称はか

なりわかっているが，治療体系がわからな

い.そこで紀元前のそれほど遠くない時代か

ら考察を行なってみたい. この地域に生活し

ている種類はアラビヤ人，コ プト人， ヌビア

人，アムハラ人，ガラ人などを主とする.古

代エジプト人に最も近いのはコプト人とヌピ

ア人であるといわれている.

コプト医学CCopticMedicine)とL、うとL、

かにも古代エジプト医学の流れのように思わ

れるが，実際は古代ギリシヤ医学の流れに属

する.コプト人とは「キリス ト教徒のエジプ

ト人」とも称される人々であり ，エチオピア

のアムハラ人もキリスト教徒であり ， これら

を coptic と言うのである.7世紀頃からア

ラビヤ人がこの地域に侵入してきて， アラピ

本東京理科大学薬学部

ヤ文化を移植したために， コプト語は現在は

死語となり ，祈祷の時に用いられているだけ

である. コプト医学の運命については資料不

足でよくわからない.

一般のエジプ ト人，ヌビア人， ガラ人は回

教徒であるからアラピヤ文化圏に入って い

る.アラピヤ医学 CArabicMedicine) もギ

リシヤ医学 CGreekMedicine=Hippocratic 

Medicine)の流れに属しているので，コ プト

医学と同系統である.

さてサハラ地域で下剤として用いているの

はアレキサンド リア ・センナと イヌセ ンナ

CCassia obovata)である.この地域にこの

2種のセ ンナが多くはえているからである.

これに対しコプト医学で下剤として用いるの

はスカンモニアとア ロエて、ある.両種ともこ

の地域に生じているものではない.スカ ンモ

ニアはギリシヤ，小アジア産のヒ Jレガオ科植

物の根であり ，アロエはアフリカでも南方ほ

ど多いユリ科植物であるが古代エジプト医学

ですでに使用している.ここにコプト医学の

特色がでているように思われる.

エチオピアの山中で， アムハラ族のー少年

から，オオバコの葉をもんで，汁とと もに切

傷，おできに用いることを教わり ，オオパコ

類の葉のこの使い方が世界共通であることを

強く印象づけられた. しかし植物相はヨーロ

ッパやアジアと全く異なっているので，薬物

として共通なものは極めて少ない.類似種の

場合でも， イブキジャ コ ウソウに近縁な

Thymus serpyllumを淋病，堕胎薬に用 い

るというように使い方は一致していないもの
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が多い.

これらに対し，以前から興味をもたれてい

るのは，植物が全くちがっているのに，使い

方が同じである種類で，Hartwigがこの関

係を Parallelpflanzenとし、ぃ， Tschirchが

Paralleldrogenと称したものである.この地

域に生育しているものでは次のものが有名で

ある.

Coffea arabica (コー ヒー〉……… 中国の

Thea sinensis (チ ャ〉

Catha edulis (カト，チャッ ト〉………東南

アジアの Arecacatechu (ピンロウジ).

南アメリカの Erythrpxyloncoca (コカ〉

Hagenia abyssinica (コソ〉・........ヨーロ ッ

パのDryopterisfilix-mas. 

Phoenix dactylifera (ナツメヤシ)………ユ

ーラシアの Zizyphusjujuba (ナツ

メ〉

Cassia alexandrina (センナ〉 ……… 中国の

Rheum palmatum (ダイ オウ〉

Viverra cibetta (ジャコウネ コ， civet)…… 

アジアの Moschusmoschiferus 

(ジャ コウジカ，musk). 

.以上の見方は興味深いものであり，私自身

このような立場でこの地域の生薬の調査を行

なった.しかLこの地域の医療の現状を見て

以来，この見方には毒が含まれていることを

反省するようになった. これは植民地として

みる目ではないかと，薬物や食品の原料を求

める見方ではないかと.

後進地域が世界経済に参加するはじめの形

は原料の提供であろうが，その土地の人々の

生活が真に向上するためには自立的な 農業，

工業の発達がなければならない. わが国が今

まで行なってきた経済援助，技術援助は日本

産業のための原料資源の確保に主として使わ

れ，その結果，現地のナショナリズムと対立

する傾向が生じていると報じられている.生

薬の研究がこれと同様であってよいはずはな

L 、.

この地域にある診療所，病院はすべて西洋

医学の導入によって運営されている. この中

に民族薬物，民族医学が参加し， 疾病の克服

に役立つことを，生薬研究の第一義とするな

らば，調査の方法にも根本的な反省が必要で

あると感じた次第である.

参考文献

Till， Walter C : Die Arzneibuch der Kopten. 

1951. 

: Koptische Rezepte， 1946~7. 

Field， M. J. : Religion and medicine of the Ga 

people， 1937. 

長沢元夫:エチオピアの薬用植物，1966 (アフリカ

研究第3号)

¥ 
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アイヌの薬 1*) 

j甫 郎2ホ

An opinion about racial drugs- Ainu drugs. 

Sabro MIURA 

Reseacrh Laboratory Yamanouchi CO.， Ltd. 

Ainu is a race of priIhitive life that had collasped by contact with modern civiliza-
tion comparatively lately. A description is given about a part of drugs Ainu had 

used commonly in their community. 

一般に医薬は宗教的な呪物や祭杷に附随す

る祭具と見倣されるものを除き，成立の上か

ら経験法則的に生活資料に定着している自然

発生的な薬物と，科学的考察のもとで創製さ

れた薬物とに分けることが出来る.一方.こ

れらの医薬を伝播の範囲から，部族薬物，民

族薬物，世界薬物とに分類することも可能で

ある.

伝播の範囲でし、う部族薬物とは原始および

未聞社会に使用される薬物であり ，民族薬物

とは血縁，文化的伝統，習俗など一定の枠組

のなかでのみ使用される薬物である. また世

界薬物とは人種，言語，国家の境界などにか

かわりなく ，その利用が国際的に普及してい

く種類の薬物である.

このうち民族薬物についてその比較論を展

開するには，まづその地域の風土性，すなわ

ち原生自然へ対処していく人聞社会の動き 方

に現われている文化のパタ ーンや，その発展

を規制している諸国子などを調べておくこと

が前提である.

わが国北海道の先住民であるアイヌは比較

的優近まで狩猟漁携の原始生活を営む民族で

あったが，近代文明と接触するに及んで急速

に近代文明に同化された民族である.すなわ

ち，明治2年 (1869)蝦夷地は北海道と改称

され，明治政府の出先機関である開拓使が設

置された.以来， アイヌが生活の基盤にして

凶 日本薬学会第81年会 (1961)，第90年会 (197
0) I乙報告
山之内製薬(株〉中央研究所2判

2判 Location: Azusawa 1-1， Itabashi， Tokyo 

いた原生自然が次から次へと破壊され，ため

にアイヌが従事していた蒐集経済の維持も不

能になった.加えて移住和人との混住を強制

され，雑婚が奨められ，教育によって言語，

風俗，習慣，信仰などすべてを改めさせたが

ため，現在のように種族としても，また民族

としてもその存在の維持を不可能にする基が

この次点において形成されている.

このように蝦夷地の自然に依存していた原

生アイヌの基層文化は，一朝にして近代社会

に埋没するに至ったが，幸いにも生活慣行に

定着していた医薬の実態を察知するに可能な

資料が，文化人類学の分野の人々の手によ っ

て集録されていたJ)

本報はそれらの資料に基いて，原生アイヌ

の生活共同体において慣用されていた薬物の

一部について考察しようとするのが目的であ

る.

アイヌの使用薬物にみられる若干の特異性

a) 度量衡は目分量で決める.

重い大腸カタ Jレにはアキグミの校， ナワシ

ロイチゴの校， ダイ コンソウの校を等量ずつ

まぜ，片手いっぱL、に握り ，両端を切り す

て，残った約9cmの長さのものを約1升の水

が半分になるまで煮つめて，その濃い煎液を

ひまなしにのむ((ホロベツ〉

b) 胆汁の使用

胃腸病 ;カワウソ， イヌ， クマ， アザラ

シ， トドなどの胆汁をのむ(カラフト〕

1)知黒n志保;分類アイヌ語辞典， 1-3巻，
日本常民文化研究所 (1953)
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〈リ ウマチ)タラの胆汁を恩部につける

ウソロ〉

ねんざ ;クマまたはタラの胆汁をぬる(ホ

ロベツ〉

c) 動物の脂肪(植物油は知られていない〉

火傷;紫根をかんで砕き，イヌ，ウマ， クマ

の脂にまぜて塗る

あかぎれ ;キツツキ，カメ，シギ，クマ， ム

ジナ，カワウソの脂をつける (ホ

ロベツ〉

ササの黒焼を上記の油で練ってつ

ける(ロホベツ〉

肩頭腺炎 ;クマの脂を患部にぬる(ホロベツ〉

耳 痛 ;シギの脂を耳の中にいれる(カラ

フト〉

はれもの ;ナメクジの黒焼を熊の脂で練って

ぬる(ホ戸ベツ〉

d)薬物の加工度

アイ ヌの薬物は農産一次加工品である生薬 と

違って，保存性は考慮されてない.食料品と

共通しているもの以外，乾燥して貯蔵される

薬物としてイチイ，イラクサ， クJレマパソ

ウ，エゾオクツレマ，カスベ， ヤマシャクヤ

ク，レンリソウなどが知られている.

アイヌの薬物にみられる動物性薬物

アザラシ

胸の骨の痛み ;アザラシやイヌの肋骨の浸

液を患部にぬりまたはのむ.

胸 痛 ;胸骨を薬にする(カラフト〉

慣の闇りの痛み ;十二指腸をはる(ウソロ〉

イソギンチャク

乳のはれ ;浸液で冷湿布する(カラフト〉

イ ヌ

みけんの痛み ;イ ヌやウサギの前頭部を薬

にする(ウソロ〉

胸の骨の痛み(前出〉

イモリ

足の痛み ;イモ リやカラスの黒焼をぬる

(トカチ〉

い
リ
くキC

フ

ミ
ラ
ヵ
カ

臓

(

腎
る

の
て

ソ

山
当
ウ

に

ワ
部

カ

患

や
を

ギ

皮

サ
毛

ウ

膿

病

ギ

臓
サ

排

腎

・ワ

(ウソロ〉

胸や腹痛 ;頭骨を煮てのむ(トカチ〉

みけんの痛み(前出) (ウソ戸〕

火傷;糞の黒焼をぬる(トカチ〉

はれもの ;皮をはる(タラントマリ〉

ウニ

いぼ痔 ;ウニの歯をとってつける(シラウ

ラ，マカオ，ウソロ〉

カエル

火傷 ;胸敗した卵をぬる(カラフト〉

カラス

足の親指の痛み ;黒焼をぬる(カラフト〉

カスベ

気管支カタ Jレ;口唇の干物の漫液でうがし、

する(カラフト〉

ワカウソ

胃 病 ;脂をのむ(カラ フト〉

産後の衰弱 ;腸を煎服する(カラフト〉

痔 疾 ;腸の煎液でJ患部を洗う(カラフ

腎臓病 ;腎臓が効くくウソロ)

腸炎 ;胆汁をのむ(カラフト〉

あかぎれ ;脂をぬる(ホロベツ〉

キツツキ

歯痛み ;くちばしで突いて潟血さす"(ホロ

ベツ〉

キネズミ

リウマチ ;内臓を除いた黒焼を用う (カラ

フト〉

頭の痛み(向上〕
¥ 

ク マ

胃腸病 ;胆汁をのむ(カラフト〉

ねんざ;胆汁を塗る(ホロベツ〕

扇頭腺炎 ;腸の煎液をぬる(カラフト)

火 傷 ;脂のないときは，干しである腸の

煎液をぬる〔カラフト〉

難産;干した小腸を小し飲ませる(ウソ

ロ〉

頭の痛み;骨を削って幣に包み頭に当てる

(ウソロ〉

脳味帽を生または煮て食べる

(タラントマリ ，ウ ソロ〕
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視力衰弱 ;目玉を食べるくピホロ〕

コウモリ

不妊症 ;生血を飲ます (ウソロ〕

難産 ;腹をなでる(ウソロ〉

シギ

あかぎれ ;脂をつける(ホロベツ〉

耳の痛み ;脂を耳の中へ入る(ホロベツ〉

タコ

頭痛 ;タコを用うふトカチ〉

ナメクジ

はれもの ;黒焼をクマの脂で練ってぬる

〈ホロベツ〉

ニニシノ↓ノ

手首の病む病気 ;頭をかんで‘つける〈ウソ

ロ〉

ハチ

火傷 ;巣の黒焼を脂で練ってぬる(ホロ

へツ〉

ヒトデ

胸が苦しく吐気のある病気 ;ヒトデを用う

(ウソロ〉

へビ

略血;胆震や心臓を飲ます くウシヨロ〉

えぼとり ;脱殻でこする(ホロベツ，ピホロ，

ナヨロ)

ホヤ

離乳 ;ホヤの肉で乳房を冷審法す(カラ

フト〉

ムジナ

あかぎれ ;脂をつける(ホロベツ〉

モグラ

はれもの;薬に用いる(マカオ〉

ヤツメ ウナギ.

頭の痛み ;薬に用いる(ウソ ロ〉

アイヌの薬物にみられる漢方的な用例

ムラサキ

1) 賠訴の汁が目に入ると赤く腫れ盲 い

る.紫草の汁で、洗い点ければ消える(本

草網目〉

限病にはムラサキを水に浸 して 附ける

(十勝目誌〕

2) 火傷には紫雲膏を用う(漢方〉

ムラサキの根を乾して貯わえ， よく噛ん

で細かにし，犬 ・馬あるいは熊の脂にま

ぜて火傷に塗れば卓効がある(十勝目誌〉

アイヌの療法と日本の民間療法との類似点、

a) 温石の使用(シラウラ〉

b) 黒焼の使用，アイ ヌはハチの巣 ・ドクゼ

リ・ダイコンソウ ・サンザシ ・ツクパネ

ソウ ・キネズミ ・イモリ ・ガマなどを黒

焼の原料にしている.

c) 浴湯料の使用

ヨモギを用いる (タラントマリ〉

d) 吸入剤の使用

風邪のときヨモギを煮てその湯気を吸

う(チトセ〉

e) 讃畑料の使用

耳の痛みにヤマシャクヤクの実を煙草

に混ぜ、てその煙を吹きこむ (ウス〉

f) サクラの皮を解毒に用う

魚肉 ・茸の中毒にヤマザクラの白内皮

を嘗める (ホロベツ〉

g) カニを皮膚病に用う

皮府のかぶれにカ ラを用う(シラウ ラ〉

i) 湿布

ニレやニワトコの掻き棉 (Rochi)を用

いる(各地〉

j) あかぎれにクマの脂

熊野伝三膏薬 ・徳兵衛官:薬などは内地

でも慣用されていた.

むすび

アイヌは東アジアにイ固有な農耕文化の展開I

物である麹を持たなかったため，彼等の酒!嘗

好を唾液酒 ・果実酒 ・樹液酒に頼っているよ

うに，使用薬物の種類も地域社会の自然的生

産要因の規制を受け，しかもその伝播は他の

生活共同体に及ぶものは殆んどみられない.

また，地域社会における一つの薬物が，他

の数種類の疾病に共用されている例も多い.

以上，要約すればアイヌの薬物は成立の上

からは， 自然物を経験法則的に利用した自然

発生的なものであり ， また伝播の上からは生

活共同体における血族中心の部族薬物に属す

ものである. また被包材料なども木の掻き棉

(Rochi)を用いているように，文化的に も

未聞社会の薬物である.
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インド、ネパールの民族薬物について

インド，ネパーJレ， セイロンなど約6億の

人々の民族医学として， 現在も広く行なわれ

ているのはアユルヴェーダ医学である.そう

いう意味で，今回アユJレウ、ェ ーダ医学で用い

ている薬物について語ることは標題のことに

ついて記すことになると考える.

アユJレヴェ ーダのアユJレは生命，ヴェ ーダは

知識の意であるが，一般には「生命の医学」

と称している.この医学はイ ンドのヴェ ーダ

時代 (BC.6， OOO~BC 4，000)から伝えられ

たものといわれるため古代インド医学と云っ

てよいと思う.

インド，ネパーJレ， パキスタンなどでは，そ

の他にユナニ医学つまりアラビヤ医学が，ま

た，ネパ~)レの北部高地ではチベット医術(学)

が夫々取り入れられている.

このユナニの語源はギリシヤの意味であ り，

ギリシャ医学体系を意味しているがラテン語

のuna(一緒). unanimus (和合している〉

という言葉がぴったりするようにアユルヴェ

ーダの医学に取り入れられている.

〈註〕 マホメツト教徒遥はギリシャのことをイオニ

ア (unani)と呼んでいる. しかし，元来，イオ

ニアという のはギリシヤ，ロ ーマ時代に小アツア

(現在のアラビア地方〉西岸の一部に与えられ

た地名である.そのためヨーロッパの歴史家逮は

この地方に行なわれている医学をアラピヤ医学と

呼んでいる.つまり ，アラピヤの医学は何時まで

もギリシャ医学 (イオニア医学)を歩んでいたの

にヨ ーロッパの医学はその後，相当変化しアラビ

ア医学と異なっている ので，乙れをアラビア医学

と称し自分達の医学と区別しているのである.

チベット医学が中国の医学でなく ， インドの

アユJレヴェーダ医学の流れを汲んでし、ること

はチベット医学書の基本であるギュシー(八

科の真髄書)がインドのアスタンガ ・サング

ラー八科の精義書〉やアスタンガ ・ヒJレディ

ア(医学の真髄の本集〉の翻訳であることか

らも明日である.

キ田辺製薬生物研究所

伊藤和;$*

〔註〕 アスタンガーサングラ ー.. (675~685年 1<: シ

ン1世が8冊の医学書を要約して 1巻としイ

ンドの 5つの地方の医師1<:，この医学書i乙従

って医療させた.今日でいう医療指針と言う

べきものである.

アスタンガー・ヒ Jレディァ ・・・8世紀ヴァグパータ
2世が著した医学書でスシュノレタ本集K似た

配列をしている.

インド，ネパールなどには，その他に小数種

族の人々が用いている民間薬，例えばネワー

Jレ族，リンブー族のサタワー(原植物名 Paris

polyphira)， ネワーJレ族， タクーJレ族のパン

ツオーレ〈原植物名 Orchisincarnata)タコ

ーJレ地方に住むタカリ族やボテ族の用いてい

る冬虫夏草 (Cordysepssinensis)などがあ

る.

古代インド医学の伝説によると医学の神はブ

ラーマやインディラであるが BC.1000頃ア

トレア仙人が現れ6人の弟子に医学を伝えた

といわれる.その系統は次の通りである.ア

ユJレヴェ ーダ医学は薬草による治療医学であ

るといわれているように， ネパーJレの保健省

製薬所に保管しているチャンドラ ・ニガンツ

のー〈薬物書〉には薬草800種， 動物鉱物200

種合計1000種の図が彩色で画がかれている.

しかし現在市場で繁用されている生薬は，そ

の3分のl程である.私がネパーJレに滞在中

に収集した生薬は3ω種で、あったが，土名457

をもって市販されていた.

その土名と判明した原植物は表Iのとおりで

あるが薬用部分で分けると次のとおりであ

る.

根及び根茎 67種

種 子 62種

草 部 45種

果 実 34種

葉及び茎 32種

皮 部 26種

木 部 15種
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|インド医学の系統図|

ブラ-7(Brahma) 

ダクシャプラジャパティ (Dakshapra japati) 

アスウイン ・クマル兄弟 (Ashiuinikmars) 

インディラ (lndra)

↓ 

ノ〈ーラッド ・ノ〈ジャ

アトレア仙人

ダンパンタリ学派

ダンパンタリ薬物

薬草 400穫を説明

→ / 戸大 ノ、 ノ〈
クー フ

フ タ ン
ヤ

f¥ サ
フ

ン、 ク
ヤ ン
‘Y ヤ

カ フ
ノレ ノ、ー

ナ 一

スシュlレタ

B C. 200頃の人
サルヤ本義書

(スシュルタ本集

の前文)

、111
1
1
1
1J

人の川
叩
者
f

f
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1
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チャラカ (Charaka) | カいシパ「ミト一一で(B口ω…8昨恥…年何叩の川V…
i DC7河8年のSaka改a11寺代 } を著したが、 この書はアクグ柿ニ.
l D C 123年のKa叩ni凶shi討ika侃a王のH時寺代 j ベ一シヤの遺E書寄を改訂したもの

と伝えられる。

トルダーパラ (Dridhabala)| カいシパミ一ι ラカ一在…一一草判一…約川>%':150印別雌0ω雌0陥種

ナガルジユン(龍桔格樹1菩薩) BC.I-DC.2世紀頃の人

| スシh一ユ薬草 7河60種を記載す。

ノ〈クノ〈ッタ (Bagvadda) Asta昭 a-Sa時rahai 

1 Astanga-Hridaya J付加Astanga-Hridaya 

チャクラパニダソタ 11世紀頃の人。彼以後鉱物による治療はアユルヴェダーの特長となった。
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石(鉱物) 8種

動物(爵香，熊胆，牛黄イカの甲羅)4種

その他の粉末生薬 7種

合計 300種

これら生薬のうち有名なもの〉基原植物の分

布はネパーJレにおいては概ね次のとおりであ

る.

Terai 地域(高度 200~400m)

Asparagus racemosa 

Acacia catechu 

Aegle malmelos 

Butea monosperma 

Curcuma zedoaria 

Embrica officinalis 

Mangifera indica 

Mes北lafera 

Micheria chanbaca 

恥10ringaoleifera 

Oroxylum indicum 

Rauwolfia serpentina 

Semicarpas anacardium 

Shorea robster 

Vinca rosa 

Withania somnifera 

W oodfordia floribunda 

Chulia 地区(高度 400~800m)

Bergenia ligulata 

Hedychium spicatum 

Mahavar地区(高度 1，000~3 ， OOm) 

Acοrus calamus 

Adhatoda vasica 

Berberis asiatica 

Centera asiatica 

Cuscuta reflex 

Lobelia pyramidalis 

Mahonia nepalensis 

Oscimum basilicum 

Oscimum sauctum 

Paris polyphyl1a 

Potentira fulg買うns

Stephania rotunda 

Himal地区 (3000m以上〉

Betula utilis 

Cordyseps sinensis 

Cedrus deodara. 

Ephedra vulgaris 

Fritil1aria roylei 

Musk 

Nardostachys jatamansi 

orchis incarnata 

Parnesia nubicola 

Podophylum emodi 

Rheum emodi 

Swertia chiraita 

OアユJレヴ、ェ ーダ医学に特有な薬用植物名と

効能は次のとおりである.

Aegle mamelos 果実 (未熟〉収数，
消化， 利尿果実(熟
したもののパルプ〕
清涼， 緩下根皮
…解熱，魚毒の解毒

Adhatoda vasica 菜，茎……l肢の鎮崖

Bergenia ligrata 根茎…・…・・(鎮痛〉

Bombax malabaricum樹脂….........蛇佼
花，果実 。

Butea monosperma樹皮 催吐剤
花 収数，利尿，

強壮
種子 駆虫，蛇攻，

鎮痛
薬 強壮

Cordyseps sineusis 全体(虫体菌体共〉
強精，強壮

Cuscuta reflex 種子駆風体質改
善

茎 下剰，解熱(長
期間の熱〕

Euphorbia royleana乳汁駆虫
茎 魚毒

Ficus bengarensis 樹皮の浸剤糖尿，強
壮，利尿

Ficus religiosa 根皮 収数

Mesua ferea 菅 赤痢
葉と花蛇攻，サソ

リの刺傷

Moringa oleifera 種子の油 リウマチ
花 強精
根皮 頭痛止め

Nardstacys jatamansii根茎 鎮静
(ヒステリ ー〉

Orchis incarnata 根塊強壮(滋養)

Orchis muscura 根塊怯疾

Paris polyphyl1a 根塊解毒
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Parnesia nubicola 根塊 鎮痛 大 黄 Rheumemodi 

Picrorhiza kurroa 根茎消炎，健胃， 貝母 Fritillarisroylei 

Piper betel 葉 強壮， 附 子 Aconitumberox 

Podophyllum emodii 根 抗癌
polmatum 

。
強壮

静痛

27 

Stephania rotunde 塊茎根鎮痛
楊梅 Myricanagi 炎症の収飲

下熱

吉根根 Valerianawallichi 鎮静Terminaria belerica種子 (果実〉強壮

Terminaria chebra 種子(果実茎〉強壮
(神経〕

藁 (ナツメ)Zizyphus jujuba 強壮

Vinca rosa 全草 白血病の治療
悪性リンパ腫

0わが国に自生又は栽培しているがわが国で

使用 していない薬用植物

W oodfoldia fruticosa 花，葉校赤痢，
高熱の解熱

ツボクサ (Hydrocotydasiatica) 
の全草記憶をよくする

Oわが国の生薬と類似 (効能，原植物ともに〉

している薬用植物は次のとおりである.

仏 桑 華 (Hibiscusrosa-sinensis) 
の葉赤痢の治療

天門冬 Asparagas racemosa 強壮
オジギソウ (Mimosapudica)の種子強精

メギ Berberisasiatica 健胃，
aristata 体質改善

Establ. 1870 

HEIANDOO PHARMACY 
5-78 Aioityoo， Nakaku， Yokoharna， Japan. 

Tel. Yokohama: 045-681-3232 ; 3233. 

Dr. TOOTAROO SIMIZU， Pharmacist. 
Professer of Pharmacy TOHO UNIVERCITY， Tokyo 

Member of THE JAPANESE SOCIETY OF HISTORY OF PHARMACY， Tokyo. 

Member of L' ACADEMIE INTERNATIONALE D'HISTOIRE DE LA PHARMACIE. Pays Bas. 

Member of Internationale GeseIIschaft fur Geschichte der Phamazie e. V.， Stuttgart. 

Member of the American Institute of the History of Pharmaey， Madison. 

HUZIO SIMIZU， Chief Pharmacist. 

平 安堂薬 局
横浜市中区相生町5-78(馬車道)
電 話 (045)-6 8 1 -3 2 3 2， 3 2 3 3 
東邦大学教授 薬学博士 清水 藤太郎

薬局 長 薬剤師 清 水不二夫
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50 ~ 4巻第 2号

札幌で開催された。 [f日本楽学会第90年会における業史学部会』は，去7)j 28日，

下記研究発表とシンポジウム「比較民族薬物論J (本号記事掲載〉を行なった.

1 ) 伊穣圭介の本草学とその展開 惨禍の救いを仏教に求め，陪 ・唐の官寺に倣って諸国

消水 正二(大洋薬品工業〉 に国分寺の建立に思いいたった.その除病品には病理

伊J悠圭介(l803~1901 ) は ， 18才にして藩の允許を 論である四大不調.各症状，また|徐病法の8術などが

得て父業を継ぎ医業:に就くが，翌年京に上りi知学を修 説かれ，インドのアーノレヴェー〆医学の思想がよくlX

め，後年蘭医となるのである.医業の傍ら水谷豊文に |決している.また鑑真:の窃らした経典にはインドの社

ついて本草学を修めたが，彼の学識を植えつけた尾張 会文化， 医薬などが述べられている.一方，大陸の;模

本草学派は， 実地踏査，品評討論，共同研究等を重ん 倣である医薬制度の整備と運用に熱意を欠き，また官

ずる実証的な学風によって，旧来の本草学者と異なっ 寺の療病院，施薬院，敬回院，悲田院なども社会事業

ていた.また，彼は長附留学中に師事したシーボノレト を行う実体をなしておらず，奈良朝貴族はひたすら大

から，帰国に際しツンベノレグの「日本植物志(フロラ 隆文化を外面的に模倣したに過ぎない.正倉院薬物に

・ヤボニカ)Jを贈られ，それをもとに翌文政1209三 しでも，今日まで・残っている理由は， それを使いこな

(1829) I泰西本草名疏」を著わした.これは宇田川 す医療技術がなかったからである.

裕庵によ る「西説菩多尼諸経」とともに，わが国にお 4) 日本における抗生カ利用の歴史

ける純正植物学に関する鳴矢のものであった.なお， 川瀬 清(東京楽大〉

しばしば薬品会を主催して自家薬園を設けるなどのほ 医薬品の創成を含む，あらゆる技術開発において，

か，天保大飢餓に際して「数荒本草私考」等を刊行し 歴史的教訓|に学び，人民の文化遺産から新たな発想と

また牛痘法を紹介するなどグ生氏広済'を任とする医 原理を獲得することは，立かな体系を構築する一つの

家の本領を守った人であった. 道である.日本独特の水産加工品である 「鰹節」の起

明治21年(1888)， わが国最初の理学博士となり， 源は遠く古代にまでさかのぼることができる.鰹節製

31年99才の天寿会完うしたが，伎の本草学発展に対す 造上 「カビ付け」と休すゐ工程があるが，今日この)j

る貢献によって，東京大学名誉教授の称を受け児爵を 法を省みるとき，湿度のlおい反則をすご、す日本におい

授けられた. て，蚕自体を保存するために，ベニシリウム属などの

2) 森島中良と蛮語義 カビのもつ抗生力を利用 した極めて特徴のある方法で

佐藤文比古(明治楽大〉 あったということができる.しかし菌類がどのよう

森島中良 (1l54~1808)は，侍医桂川国訪11の次子， な化学変化を与えるかという点に研究のill)，'xが:おかれ
平賀源内の門人となって蘭学を修め，兄の桂川甫)~\1 の たため，カビ付けを "j~忘燥中に不良菌の発生をIílj ll:.す

家に寄食して綴訳を助け，読書，著述を日課とした.

桂林漫録，紅毛雑話の著書は有名である. I蛮語箆」

は，究政10年 (1778)に若ごわされた和一蘭辞典である

が，オランタ文字は使われていない.単語数1876で，

天文，地理，人倫，飲食，草部，木部など20項目に分類

しているが薬物の項はない.しかし，器材，草部会手に

多数の薬品名が記されている.寛政年代(1789~1800) 

は，いわゆる背薬外科から脱皮して，本来の西洋医薬

学が知られるようになった頃で，嘉永元年及l両d3生l三の

両度に 「主主語築」の域補改正版(オランダ文字使用〉

る一手段グととらえた研究も，抗生物質発見につなが

らなかった.以上から(1)西欧の研究形式に目が向けら

れ，人民の生活の知恵を問題提起として受けとる姿勢

(思想〉が欠けていたこと(2)生物現象を，生存のため

の闘争を内包した動物的均衡系ととらえる生命観が欠

けていたことなど，教育，研究上で今日的基本命泌が

教訓|として学びとれる.

5) 医薬分業問題の歴史的背景

吉井千代田(日本楽史学会〉

明治7年(1874)，I医fj;lJJが公布され，1京HlJとして
が出ていることからみても，相当に突用されたことが 医師の調剤を禁じたが，実情に副わず a長く行なわれ

窺われる. なかった.その後，明治22年公布のいわゆる法律第10

3) わが国奈良靭医薬の時代相 号薬律によって医師の調剤を許したから，分業問題は

三浦 三郎(山之内製薬 ・中研〉 今日に到るまで、混迷をつづけた.この事は日本の医療

奈良朝文化の特色の一つは，仏教を国教化すること の在り方とも深い関係があるとして，幾つかの理由を

によって思想の統ーを図り鎮護国家の思想を以て政治 挙げた.

の基調としたことである . 天平 7 ~ 9 年， 悪疫流行の



薬史学雑誌

日本薬史学会会 則

第1条本会は日本薬史学会 TheJ apanese 2. 幹事は総会で会員の互選に よっ

Society of History of Pharmacy て選び，会長を補佐して会務を

と名付ける. 担当する.

第2条 本会は薬学，薬業に関する歴史 の調 3. 幹事中若干名を常任幹事とし，

査研究を行い， 薬学の進歩発達に寄 日常の会務および緊急事項の処

与することを目的とする. 理ならびに経理事務を担当 す

第3条本会の目的を達成するために次の事 る.

業を行う. 4. 評議員は会長の推薦による.

1. 総会 (毎年日本薬学会年会の時 第7条本会に事務担当者若干名をおく.運

に行う) 営委員会は会長これを委嘱し，常任

2. 例会(研究発表会，集談会) 幹事の指示を受けて日常の事務をと

3. 講演会，シンポジウム， ゼ、ミナ る.

一Jレ，その他 第8条本会の事業目的を達成するため別に

4. 機関誌「薬史学雑誌」の発行. 臨時委員を委帰することができる.

当分の閏年2回とする. 第9条本会は会長の承認により支部又は部

5. 資料の収集，資料目録の作製. 会を設けることができる.

6. 薬史学教育の指導 ならびに普 第10条本会の会則を改正するには総会で出

及. 席者の過半数以上の決議によるもの

7. その他必要と認める事業. とする.

第4条本会の事業目的に賛成し，その目的 第11条本会の年度は暦年 (1月より12月ま

の達成に協力しようとする人をもっ で)とする.

て会員とする. 第12条本会の事務所は東京都千代田区神田

第5条本会の会員は会費と して年額1，000 駿河台日本大学理工学部薬学科内に

円を前納しなければならない.但し おく .

学生は年額500円とする.賛助会員

は本会の事業を協賛する人または団 日本薬史学会役員 (昭和41年3月現在)

体とする.賛助会員は年額5，000円 0印は常任幹事

とする. 会長 朝比奈泰彦

第6条本会に次の役員をおく.会長1名， 幹事 赤須通美 三浦三郎

幹事若干名， 評議員若干名，役員の 石坂哲夫 三堀三郎

任期は2カ年とし重任することを認 0木村雄四郎 根本曽代子

める. 清水藤太郎 O吉井千代田

1. 会長は総会で会員の互選によっ (地方) 高橋真太郎 木村康一

て選び，本会を代表し会務を総 宗田 塚本赴夫

理する.



胃腸薬

慢性胃弱の方へおくる一新発売.グ

-弱った育腸の運動をたかめ、はたらきを活発にします

・あせらず気ながに育腸をなおしてください

(効能〉 胃弱・胃のもたれ・慢性骨炎・腸内異常発酵

食欲不振 ・胸やけ・消化不良 ・胃下垂・便通不整

-古くから伝えられ、選りすぐられてきた漢方処方を

タケダがより効果的に改良した新しい漢方育腸薬

・漢方薬特有の香味をもったのみやすい胃腸薬です

・育腸の血行をよくして、そのはたらきを正常にします

ソ
ウ
ジ
ュ
ツ
(
蒼
ポ
)

ピ
ャ
ク
ジ
ュ
ツ
(
白
点
)

芳
香
性
の
健
胃
薬
で
、
消
化
液

の
分
泌
を
調
節
し
、
間
の
水
分

代
謝
を
正
常
に
す
る
働
き
が
あ

り
ま
す
。

~iE創 liO あ(- 11 ;0 島L

コ
ウ
ボ
ク
(
和
厚
朴
)

闘
の
働
き
を
正
常
に
し
、

-
H
点

臼
成
と
協
力
し
て
食
物
が
町
内

に
停
滞
す
る
の
を
防
ぎ
ま
す
。

ま
た
、
版
部
の
膨
渦
感
を
取
り

除
き
ま
す
。

チ
ン
ピ

(陳
皮
)

利
厚
朴
と
協
力
し
て
刊
の
働
き

を
治
発
に
し
ま
す
。

ボ
レ
イ
(
牡
嫡
)

過
剰
の
円
般
を
中
利
し
て
刊
の

粘
膜
を
保
護
し
ま
す
。
ま
た
、

版
部
の
動
俸
を
し
ず
め
た
り
、
神

経
を
し
ず
め
る
作
川
が
あ
り
ま
丈

オ
ウ
レ
ン

(賞
述
)

炎
症
を
お
さ
え
、
行
間
刊
の
働
き

を
促
し
消
化
不
良
、
み
ぞ
お
ち

の
つ
か
え
な
ど
に
す
ぐ
れ
た
効

採
が
あ
り
ま
す
。

カ
ン
ゾ
ウ

(甘
草
)

れ
成
分
の
作
川
を
調
和
し
胃
壁

の
け
い
れ
ん
を
や
わ
ら
げ
飢
術

作
川
を
あ
ら
わ
し
ま
す
。

ほ
か
に
乾
燥
酵
母
も
配
合
し
て
い
ま
す
。


